
2大 型機板による種殺の大量消毒法

テ    ～ 種子センター月1の大量&級 消毒システム～

背 景 と特徴

■在の登録された消毒法に改善を加えた詩|たな泊乾法を考楽するとともに、この力渉をた、ん

して趣子センターの設備に直結できる大型泊詩撲拡を腕発して、農家に泊岳済みの佐良な絶子

を供給するための消毒システムを確立したものである。

2 技 術 内容

1)在 予消弥″‐システム

1璽f睡顛1牟腫∃→ 再1→ 1亜]□
→

2)彼 用升れ名及ひ楽ニ

(1, ベル ミル 。チユウラム水和斉,(商 品を1し`ミンレー トT水 和斉Ⅲ20)

(2ナ 乾 れ 1監に対し″3%の チt浄 (30初 ご)の味有いとし、この時の濃度を75～ 8倍液とす

る。=t五は狭品Ⅲで根 1■に対し4～ ユS″ となり、従来の花胤重のα5%粋 1女法に比して

縦-1夕少ないまとなる。

3)幼 央と実月j性

(1).弓鹿静病、いもち痛、ごま茅村'競争在子伝染は,病害に対する消詩期‐果い、検行]Pかまさ

るほか、活立右
|「病を話発するFusarium,よ いittO pu s,TrichodCrn他 肛ま争に

えしても有効である。それ↓J、吹付け処■とによつて触表西における第1剤の付着がよく、注

社時にも茶れの流亡が少ないr_―めによる。

(2, Pどう石,あl年度オ&子 12ト ンについて蛇キれ 51年 11月 ～ 52年 1月に来剤処理し こ

れを維′150戸 う良永に再L‐布して、革f生荷と見雅i末沈者訪:査した緯i兵、全く異常がなく右

効てみつた。

( ‐ヽ 柱 子は、楽れ 3%を 吹十ヽ十付ることによ り、処,生:当初は当然九(分が上昇する.し か し、貯

蔵 1～ 2カ 月後には処嘉thの 水分族比に もどる。 また、雅槙直後に水分逸多のためま!酵す

るような及をとはみられなかつた。

竹 使 舟i裏純の士i!よ、慎行のな衣量|に比 して 20%少 な `t(援、布法～籾 l Kf当り5ク、攻付

法へ激 lK!当 り47)、 弦t他lα:1単泣となる (52年 十古L様1夕約 5円 )。

(" 茶 れの付着がよいため、柱と子を約 10日 杓水言けした際にも流亡が少なく、このたい換

水時の妹境i古染が少ない(】
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(6)農家段階や育苗施設における治論FF業が省略され、さらに消毒効果の値人差が解消され

る。

4)能   率

極子センターの粘匙堪子の能力に応 じて及件されるが、塊右試作機は 1時間 |～ 1・2ト ンで

ある。

3)移.査及ひ残最処理

種子の品位検杏及び安全とからのな量処理については、それぞれ取扱要領を定めて運営に

当る。

普 及上 の 留意 点

1)こ のシステムで最も注意1すべき点は残豊処理の商雄で、使用や飽料として移1用されないよ

うにすることてある。このために撲体携陵と傍議を重ねた結果、残畳み扱発行を定めて県が

量営することになつた。

2)浸 種の要行は憎行油毒法と臣!様にし、故水は2日争に行うようにする。長時FHl歩水しない

歩合は事文が短くなる。また流水中への浸位は、茅れが流亡して鴻需効果を低下させるけ

試 験成 績 の概要

1)鳥 鹿苗病経病種子ら泊毒効果

吹|ギ"‐浪段と効果に関する款妙

表 1 吹 付け温度と消毒効果

区 頑橘 稲爾

″    1 971

″    1  9 8 5

′′    1 948

″    i 906

24時間浸澄 1 484

545

狭荷柱Ⅲ夕とまたは
生育 不 良苗教

0

0

0

0

0

1 2 8

l F 6

lFri左率

1 ,  x 4

2 .  X 5

&  x 6

4  X 7

ふ X l じ

S x  4 0 0

7対 照 区

%
は0

は0

Q 0

一
　

十
一　
十
一

Q 0

0 0

之5 4

8 2 3

」_

十

T

不けと※
|

堅_」
Xは ,岳

‐の在子に口uSarよ im藤が形成し、このためRhizcpus誌 の形皮ウ、はか不ap3と

なつたもので

なお、このFuSarium酌 は萎湖柿クヒまたは生育不良苗に形成が多わつたが、外見上健全苗

とみら汁lるものにも形成した。
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こあ試験では徒長苗の発生は認められなかつた。 しかしこれにかわつて、著しく生育の抑

制されたもの、発茅薄後梅死したもの、本発 1～ 2発に萎凋して浩夕としたものなとが多数発

生i′これを塊敢つてみると大散ヽ分のものは淡馬̀ 色のま糸移旗か既盛であつた。茶弟吹付け処

攻区はれ下笥1での発生を全く話めず、地上部生育の劣うたものもおかつたので、これは薬丸

の吹付け効果と半tttfして差支え,ないと考える。

また参考までにRhizOpus隆の発1生次4を訪|なしたか、吹付け処発!区のうちrlA腕度区で

螢!少なから発生を誰めたが、生育には影警しない程度のごく確後のものであつた。生育兵常

株の多発した原小における本蔵の発生はFusariun菌の熱殖が駐生であつて、このため

Rhizopus建 の発生を確認できなかつた。

2)浅 極条件、処駐援接 とi肖毒知果に災弓る試験

試験 1    表
2 浸 稔条件、勉ど理法1度とあ巣

T下布 市
~調(4912.17調 査)

― 十 一
可

一―~~T~~  l    i   …
1 健  全  苗

区  別
 1聡

懃
作

酸
1継

死駿
1職

窮
1昔

―
縛 孫 |

従長議教 1継死苗数 i「ド発芽教

声議孫蘇
~卜岳  討

工
干岳ぱ番|本

森料一十 ギ端 鰐

掛与
D岳
皆曇景 lf支l il ll ll京:il l魚|

0  1        0

|!|:宮】暑,1幌 ||||||
0 1 1,004 1 1000

0 1   0 1    0 1 1,094 1 1000 10 1 1,094

1:2 1E嵐をく水   1 6081  Sと 1 208 1 ?24
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流水浅演係!は、各強度とも効果が努今た。無処4区 は苗立ちが不良で、小完全染～1禁路

ころの結死が日たち、もみにはTuSarium,二 hi20pus属 高の着生が駿著であつた。

説欣 2
(58616訪 査 )

表 3 処 碑チ件と治毒効果

〔
_翌 __L上当L空1 3 )里型1__ _ _ 1 _ _堅里 _

一 ― 一 一 ― ― 一 ― 一 一 ― ― 十 一 ‐ ~ ~ ‐ ― 十 一 ―
ト

ー ~ 一 一

r~十
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IT~~十

一 ~~~T預

可

~w~「 ~再

「 丁 そ_      |  _    1

2 連 日擁水    12)  向  上    ! 7541    2 1 Q31 752

'と一~十 ~~~~~止 :型上_十里ユ~上笠上止上撃

1 4甲
‖目去水

|あ
″″ |〔::| ! 8 ! |な批3  ゝ                 1   電

:十一―  ― 牛十粋ギ器… … … 十 一 一 十 一 十 一 … J ~ F )  _

& 授 穐 4 日 目鯨
1 父  ″

″

1 1 : 十 1  0 1 °

0 1 7 如 |
。 。 .   |  , 1 食 1   。A 与  |

十
一
li上

_II:二一
1手    1669+_上

,静
J_場 |ギ 路

・――――一十一―――一
T〒百石

~「~………………―――一一――一工_……二___■_______一――一,一一一――一一―
7曲切‰引;中′
藻恵:蔦「TI高

~
浅嘉重2日日、   | 。 (   ,l ヵ    l

】冨泊換水12)

1  珊
‖跡

|ふ  1脚
41望 41賀'1打01

浮i弟劫央では、在子童の Q8%泣 糊衣処駐と換水との|☆ち保は、無換水区 と、 5日 日換水tX

では葬病を完全に抑待としているが、 4日 日までのれ水では各区とも若干ながら舜ザたし、浸租

中の際水に,Xる消売効果の低下↓工現らかである。 これに対 と,6件 融の 3カ吹付け処狩では、

逆i日換水区と、 2日 日、 4日 周および 8鳳 日、 5は 日の各々 2 1ni再!水際、で多亡崩 しているが、

混和itt l回の技水では 2日 目以降のよ水に,kる効果の減込1主ゑ られていない。南処■,くとも

触えとに対する栞剤投下手は同員であるから、7J者の基は付者の差によるものと考えられる。
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2)い もち、ごま葉結病羅病種子の消毒効果

表 5 薬 剤処理種子のいもち病自分生施子形成状沈 (5ゑ 1は 12～13調査)

処 理 区 別

1 .ベ ンL /―卜T - 2 0

2     ″

a ベ ンレー ト

4ホ ー‐
イ 水和剤

&  C o n t

|

1 .

Z.

a

4`

ベンレートT-20X753%吹 付け

″      05%湿 粉衣

″   X20024時 間浸演

C o n t

文宅5 3%吹 付け

Q5%湿 粉衣

0 5 %  ″

Q 5 %  ′′

1 3 8

1 5 3

1 2 8

1 5 8

1 8 2

0

0

0

0

2 5

Q O %

Q 0

0 0

0 0

l a 7

」
(52.lQ 26調 査 )

川 秒 播 種 法 ※

不完全葉

綿変商象
同左率

沈6 薬 斉け処靴縫子のごま染枯痛発生状況

夕,萌摯処

人 工 培 土 播 種 法

改麗肺評
0

1

15

66

549

548

586

403

0 0

は 2

2 9

倉Q 3

9ユ 0

8? 5

94. 5

1 0 & 0

0 0

0 0

1 . 0

8 0

0 0

Q 0

■ 1

& 7

0 本

0

2

i 6

粒粉末を散布して発病を促進させた。鉢
１

X l区 2箱供用、平均値

この結果、吹付法は憤行法や他剤と比較1ンて消毒妨兵が向等かまさるものとスられた。

3)苗 立枯洪与菌の発生防止効果

試験 1

接在方法 :1)Rhizop(ls sp～ 箱内に

2 ) T r i C h o d e r n a ,  v i r i d

3 ) F u S a r i u m  s O l a n i P

4 ) F  r O S e u m

パーミキユライ トにじやかいも庶4汁を加

えた培舛アで鳩殖し、これを複土に接柱し

た。

籠子処理法 :表 記のとお りである。

償行処理法 :極 子処理法と対比するための慣行処理は次のとお りてある。CゥRhizopus酌

対象としてTPNX1000、 無種1時棒注、Cガ richoderna苗 対象としてベノミルX

10001葉 鶏選注、⑥コusarium菌 対象としてイソキサゾールX1000を 出芽後灘注

した。

務!盤法 :稚苗方式 200夕/箱 無種、4月 28日 推種

‐1キ揮| ‐

と:                       J島 と

籠

-14・ ―



よ歎こ五蛋長璽憲「密:石こ五
花重言五 維苗独

立格

白率

為染れ

変苗率

胸芽前
腐敗百
率

不出芽 務種層の高の発生

苗  率 hi Tri コus

3 1 4 0

259 5

251,0

2 3 4 5

Q 0

1 1 . 0

,0 8

18 3

2 7

4& 3

6& 3

72.8

Q 0

0 8

広 4

1 . 5

0 0

0 2

6 0

8 0 十
　
　
十

　

寸

　

世

十

■

十

十

十

十

廿

47は 5

438 5

372.0

5225

Q 0

0 2

Q 9

1 . 3

0 0

17 6

629

払 4

0 0

8 0

Q 3

Q 4

l X  0

0 0

0 0

Q l +

十

や

廿

キ

+ヽ

十

■

″ミンレートT-20
x75吹 付内

″    X 2 0 0

24時 尚浸演
(慎)タチガレンXl,000

湛注

d o n t

492. 0

4 5 & 0

447 0

4 6 8 5

Q 0

0 1

ユ 6

a o

Q 0

& 7

4&3

34. 6

Q 0

は 1

Q l

は 2

0 0

0 0

Q 0

0 0

十

■

一　
　
十
　
　
十

　

＝

FoSOlani

1.ベンレートT-20
x75吹 付け

2 .    ″     X 2 0 0

24時間浸漬
a (慣 )タチガレン1,0椎

注

4. Cont    r

519 0

52& 0

480 0

5 5 2 5

d 0

Q l

l . 8

1 . 8

Q 0

& 3

57 2

48 9

Q 0

Q 0

Q 2

Q l

8 0

0 0

0 0

は 0

+

十

¶

表 7 苗 立枯病に偽与づる菌接&条 件下における吹付け泊毒種子の防除効果

続苗方式 52年 5月 17日 説益 ‐         !

立格蒔発生状沈からスた病原性は、Rhizopus>TriChOderma=Fusariumの よ

うにみられた。吹付け桂子の着磁性止れ妹が高く、地下笥、の種子の汚栄が騒者に少なかつた。

このことか立村、為実の褐変を少なくしているものとなられる。
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１
．

　

２

試験 2

21)

2)

3)

亜癖1霊症

表 8綾 子消毒法の改善による高立消防除と償
響躍種警?警 倭義塾  2区 平均値、昭 51)

慣行区、メヨニール湛注→々ホルマリン消毒種子播程→ タチガレン濃注

吹付種子使用区 11)タチガレン選注 →>吹 付桂子播極 →ヵ出芽

2)ダ =ニ ール渇注 ―>吹 付程子施&二 >出 芽

3)         吹 付種子播極→ン出芽

無処理区、ホルマリン消毒種子緒種 =ラ 出芽

綿変苗率 播種層の白の発生状況生育不

良西率

i長部異

常苗率

不出芽

苗 率

健全

苗率

21&

19私

201・

13a

2'a

4 . 0

0 0

0 8

1 1 0

0 6

a o

t 】0

0 0

& 5

は 0

0 0

0 3

11. 8

%
5

5

5

8

6

7 2

7 8

7 8

7 8

6 9

発

2 . 4

2 4

2 . 2

2 2

2 0

5

5

0

5

a

Q

0

0

1.

％

５
　

０

■

　

　

０

３
　
　
　
一
__上

注  Fus  P(ls3rium Rhi Rhizopus  Tri Trェ choderma

試験の結来ti表に示 したとおりであるが、低温による苗立枯れの発生と、Rhizopus菌

による予車者ね′発生をけ,止するため、慎行防除体ネにもとづいて推れ前にダヨニール海注を、

緑化後にタチガレン晋とを行い、これを比私の対象とした。楽詢吹付け程子操&の 場合は、

ダヨニール、タチガレン缶!津をキ々融合せた体ネと、,t付け単独の易合で検討iンた0ま た、

ホルマジレ消毒!ポそ在1子からの京ir/D持込みを防ぐ日的で行い、 これをそのまま推種して終処理

区としたfヶ

この結果損行労除医やヽ'、無処丸杯さではれムの浄書市が発生に′、任全高率,362.9、 64.6

%で かつたが、吹付け在子をj=とした場合“よ、ダヨニール、タチガレン微舟処弘の有無に腕

係なく少発生であり、確全古率9&2、  974、  9品 0%の 良貯な結果が得られた。

試験 3

供試菌 :Pythttun sp(P-8号 曲)督放県換業センターで罷病苗から分捧したもの。

接趣法 :本菌をフスマ培養したのち、播種魔前に床土と混合した。

使用床土 :火山灰土壌 (本場畑土駿 )
- 1 6 -
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描極期 :52年 4月 28日

表 9 Pythlun sp,接 種余件下における務乗

笹 子 の 処理 区 分

生 育 状 況

裏 再

1 .  x 7 5 、

2 . 0 5 %

ま   × 2 0 0、

4.無  処

3%吹 付け

湿親粉衣

42時的浸漬

理

700 0

694. 0

649 0

61& 0

2 0

2 . 0

2 . 0

2 0

―|
注 供 試棄剤は 1～ 3はベンレートT水 和許 20、 4は&子 からの他菌の混入を防止

するためホルマリン消毒 (常法 )を行つてから使用した、

Pytllェum嵐 接種土駿でも線への着菌が少なく、高立枯を顕著に防止し女r。

4)大 量種子の機務処理による効果

処理法 :表註した時期に志和センター内で2、 3、 7ト ンの吹付け処理を行つて、これを農

試温室内と志和農協省内430戸 の農家に島じ布して碕苗した。

立 枯 苗数 1 日 左 率

1 2 7 1

|

- l T 一

荘



表 10 大 量吹付け処理極子の総合防除効果と生育状況 ～催試温室内育宙

処理時期 。量
品  絶

5 1 . 1 1 . 9

2  T o nスと理

キ ヨキシキ

5 1 .  1 2 .  1

3  T o n処 理

キ ヨニ シキ

5 2 1 . 1 4

7  T o n  t t L〕殴

トヨニシキ

吹付け処 理
の区別、有無

有

x8 3%吹 付

右

X& 3%吹 付

有

X75 , 3%吹 十可

平 均

1

2

3

4

5

平 均

1

2

3

平 均

注 R h i

Tri

Fus

後子上
の菌 の

発 生

!

1総 苗数

一
　

一
　

一

10&3

1 0 9

1 0 0

1 0 0

106

100

100

100

100

168

121

186

盗
小

十ヽ
一
　

一　
　
一
　

エ
ユ
　
，十

一

一
　

一
　

一
　

一

均
エ

ー

２

３

・施
ホ

ギ

■

■

一
十

十

十

十

　

一
　

一

無

100 0

+・

十

十

十

十

R h i z o p u s .

T r ュ c h o d o r m a .

F u s a r i u m .

141. 7

100

102

8 2

1 2 4

1 0 0

101. 6

12443

十

‐
ト

ヰ

播 趣 屠 の高 の発 生

Rhユ  I Tr土
! I Fus

二
‐

　
　
十
「
　
■
Ｔ

J‐

キト

|ト

―‐18‐一



521.31鑑 程 52218説 査 (ク レハ人工粒状培土仮為 )

馬施古
病本数

同左率
鞘乗梅
変苫象

同左率
異
放

の
吉

梅
常

同左率 建全商数 数業
丈
ゆＱ

革

Ｆ二

0

0

0

0

0

Q 0

0 0

は 0

0 0

0 0

0

0

0

0

0

d 0

, 0

0 0

Q 0

0 0

科
叫
＝
再
川
棚

6 0

0 0

Q 0

0 0

0 0

1 0 9

1 0 0

1 0 0

l  t n 0

1 0 0

Q 0 α 0 0 0 は 0 2 1

2 . 1

2 2

2 0

r d  0

0 0

0 0

０

　

９

　

７

29 4

37 9

1 & 8

7 Q  6

6 2 1

8 は 2

1 6 2 + Q S

9 8 + 0 4

9 5 + Q 3

1 6 4 + 0 4

1 1 . 2 + 0 4

1 1 . 0 + α5

1 2 . 6 + Q 5

1 1 . 2 + Q 3

Q 0 は 0 2& T 27 0 0 0 807
ヽ 一

叫

帯 |

2 1

0

0

0

0

0

Q 0

0 0

Q 0

Q 0

0 0

0

0

0

0

0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0

0

0

0

0

は 0

0 0

0 0

8 0

Q 0

100

100

100

100

100

2 2

2 . 1

2 1

2 0

2 . 1

脚Ｆ
肝
ｏ旧

0 0

0 0

じ 0

1 . 4

8 5

0 0

0 0

0 0

0 0

は 0

0 0

18

2 1

3 0

0 0 0 0 0 0 100 0 2.1

la 7

1 宅4

2 2 _  1

8 0

0 0

0 0

０

　

０

　

４

8 9  3

826

7a5

1 2 . 0 + l 1 5

1 1 . 8 + 0 3

1 1 , 4 + Q 5

2 . 0

2 . 0

2 . 0

2 . 0
28 0 167 は 0 位 0 118 0 82.8

0

0

0

0

2

0 0

Q 0

0 0

0 0

2 0

0

0

0

0

0

Q 0

0 0

0 0

1 1 0

0 0

100

10t

82

124

98

1 0 Q 0

100 0

100 0

100 0

980

1 Q 7 + 1 . 1

9 6 + Q 4

1 . 5 + 8 4

0 1・十Q 8

1 . 4 + Q 3

1

1

1

2 0

2 0

2 0

2 . 0

2 . 0

2 0
t X  0

0

0

0

8 0 0 4 Q 4 0 0 Q 0 101.2 9& 6

0 0

0 0

0 0

12

27

23

1 1 2

30 0

la l

Q 0

0 0

0 0

9 5

6 3

1 5 3

88 8

70 3

869

1 1 , 3 + Q 6

1 0 3 + は 4

1 1 . 6 + Q 7

|  ;十
1翌

「  Q0

0 0 2d 7 181 0 0 o o  1 1 0■ 7 1 8■ 9 1  2 . 0
1

lola o

100 0

1000

10Q0

1000

十
一　
＋

かすかに発生が話められる。

発生が明らかに話められる。

発生がきわめて鉄者である。十
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表 11大 量吹付け処理極子の農家における使用概沈と生育、発病状況

注 50年 度産キヨニシキは全般に発芽ムラを生じた農家が多かつた。

これは消毒に比係なく認められた。

始
等

町
量

理処子
法

種
方

勅・作 者 氏 名 脅苗 方 式 播柱期嬢ω
箱 数

50年 度産キヨ手シキ

(51年 準佐温貯減 )

51,11.9吹 付処既

ベンレートT-20X& 3%吹 付

処理登 21'cn

1 . 浅沼 敬 治

2 粛 藤 善 雄

& 阿 部 惣 一

4 紙 ) | 1 与作

& 為 1 川  与 一郎

中曲、打衷方式

梅苗、ウレタンひも

″ 、ハウス育首

′′  、        ′′

′′  、        ′′

4 .  1 4

4 .  1 4

4  1 9

4 .  1 7

4 .  1 6

1 6 0 夕

2 0 0

2 0 0

2 0 0

2 0 0

3 2 4

8 2

1 0 0

4 2

6 8

51年 度産キヨニシキ

5'1.1広 1吹付処理

ぺ/レートT-20X& 3%吹 付

処理撮.3 Tcn

1.小 田中   等

2 斎 藤 幸 次郎

& 鷹 嘴 富 治

稚苗、ハウス育高

′′  、        ′′

′r  、        ′′

■ 12

4 13

4 11

2 0 0

1 2 0

2 0 0

8 0

1 7 3

1 2 0

51年 度盛 トヨニツキ

521.14吹 付処理

べ/レートT-20X7& β %吹 付

処理 量 7  T o n

1.小 日中 幸  件

2 熊  谷  権 匹郎

& 高 橋 徳右ユ的

4 新 塁 永 司

& 阿 部 惣 一

稚芭、、みぞまき

稚苗、ハウス育苗

″ハウス無加温

″ハウス育苗

4  8

4 .  1 2

4  1 5

4  1 5

4 .  1 6

1 8 0

不F/1

′′

1 7 0

2 0 0

6 4

1 7 0

1 4 0

3 2 0

3 2 0
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(524.2S説 査 )

塩水違
の有無

無

′′

′′

有

1

1

約 1

1

発 病 酌生育 状況、 そ の他 の観 察事項
に
の

と寓
ユ一

理
作

処
耕

木
る

を
む

及
　
　
″

普
皇

Ｉ
‥
‥
―
―
！
―
―

引
ｌ
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
，

１

村
耽
一

徒長、立れi発生なし、

向    上   t

lrHI    上   、

同    上   、

徒長なし、濃水遇多、

生育良好、発芽勢良、生育及淡_2・1そ

通泣で検の発育分る。 2を れ

生育良好、発芽ムラを生す。 lZ娩

生荷良舟と、 lZ施

出芽不詢、Rhな メs号と生、管理小良

1

好 評 |0 鳳

1

0

0

0

′′

′′

′′

″

″

′′

′,

″

0

n

0

′′

″

″

″

′′

′′

′′

′′

′′

′′

′′

″

″

′′

徒長なし、立符発生なし、生育長好、発芽勢良、生育及況 2セ

_上 _

ル 1 約1 0

有 1 1 0

徒長なし(比核無泊孝杯i徒長苗多 )、その他上に同じ。

徒長たし、立枯発体なし、生育長好、発芽努や、現あ

″

　

　

　

″

　

　

　

″′′

′′

F′

′′

,デ

′デ

1旦_空_|  _
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5)吹 付処理極子の薬剤付着状況

(1)光度計による浸種液の鴻度測定

供用種子を水洗いして初上のごみ数を流したあと、乾燥してから祝 1駒当りの薬剤投下

壷を5夕になるようCパ ンレートT水和加20を種子重の65%乾 槻粉衣、②向様湿籾粉    _

衣、③同斉J8倍核を&子重の4%吹付けとして、漫種時の液量比を1:1、 1:3、 1:6

(もみ容量:水各曇)についてこの時の漫種液の温度を誤J定した。浸程は薬荊怨理後1日

静3風乾しから行い、浸社後静置したときと、よく振とうして液中に業剤を流出させてからの

ものと予こついて行つた。浸極するとベンレー トT水 和剤 20特 有の陪灰色の濁 りがスられ、

この濁度 (光の透約率 )を比色計で測定して、糸荊流亡の目安としたわけである。

その結果ヤti表12に 示した。これによると吹付け法は他二法に比較して「/8らかに液の粕

りが小さくて透功であり、このことから籾上の薬剤は浸種液への離脱が少ないことがうか

がわた′た。

表 12 泊 毒力済と浸を1中の薬剤の溶出           (521.7前 査 )

注 (1)測 定は液豊比 1:1の 場合は 2回、 1:3、  1:6は 3回抑定 してその平均値を示

した。

(2)表中の数字はD一 H20の光透過率を 100%(操 準 )と した場合の各溶液の透過率

を示す。                         ・

率 煎 処 雅 法
浸漬時の液量比

納 ブk
掬  定  他

花 概  粉  衣

海ユ 親  粉  衣

吹  付   け

1

1

〕

1

1

1

4 .  2 5

1 6  7 5

5 &  5 0

静 置

衣

衣

付杓

乾

湿

吹

1

1

1

2 4  8 3

7 &  6 7

8 8  6 7

衣

衣

りれ

乾

湿

吹

l

l

1

6

6

6

6 &  6 7

9 Q  1 7

9 5  6 7

境とう(30秒 手動 )

衣

衣

け何

乾

湿

吹

Q  0 0

1 1  0 0

2  7 5

衣

衣

け向

乾

湿

吹

３

　

３

　

３

&  0 0

2 6  8 3

4 0  0 0

衣

衣

けれ

乾

池

吹

3 &  8 3

5 &  8 3

7 2 .  0 0

静 渚

う
無  処   理 1  :  1

9 &  0 0

9 ユ 2 5
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0 消 毒方法と線上の薬斉J付着状況

供用程子は水洗いして爽雑物を除き、後風‐乾してから使用した。 この種子 1降に対し製

品投下量 5夕になるように、0 8倍 液の乾線室4%量 吹付け、② 乾概童のa5%量 湿

紛衣、③ 同 乾粉衣に分け、さらに参考区としてし  200倍 液 24時 尚浸漬区iを設けた。

これらの種子を9日間浸1垂し、その協 3日、 6再 、 9日めに換水lンて、この時水中に洛脱し

た薬量 (Ben5myle量 )を負光分光光度計で波」定した。

表 13 機 1被吹付消毒程子の浸種による桑純訴挽試験 (「奮52)

線 24 6夕 中のBe n o l n yュ

往)

嘉誘了―――工 融空Jをを繰
8 0 0

3 0 3

％

け
鞄
付

ｘ
吹

05%湿 槻
粉   衣

3 1 5

1 . 1 9 3

1 1 . 5

& 3

7 4 8

8 0

( 2 4 )

720

48

(23)

Q 5 %乾 籾
核   衣

176n g

p  p  r t

浸&3日 後水中の

Totの ユBenomyl m

pp

()↓」B/AX100 %

2 8 5

1 , 0 8 0

浸 程 後 の

水 中 の

B e  n o i n yエ

&7)

C)浸 極 6日 後の水中の

T o t a l  B e n o n y l  m

p p m

()は Cノ々 X`100  %

9日 後の水中の

Total Bentmyユ m

p p m

()は D/AX100 %

9日後 の Tctal

Benomyl Dry換 算

( )は 残存率 L々 球 100

収支、 B+CttDttEttAX 100 % 915

6)吹 付

6)吹 付在子の玄米水分消長

これに関しては、試蛭気開始以来教回にわたつて説査を実施したが、いずれも傾向が同じで

あるので、大量在子を処理した場合の 171dについてその結果を示す こととする!、

吹付け法 :陥和 51年 12月 1日 、岳ど穐tキヨニシキ 3ト ンに丸 し、ベ ンレー トT-20、  8

倍滋を乾級重の 3%量 を機被吹付けした。 この粒子は慣行どおり20監 づつ紙袋包装とし、

床酌コンクリートの倉島内に144供 雑積しておいたっ

水分抑定 :吹付け 2日後の 12月 8日からはほ 1週間毎に堆積位&毎 の水分をKettの 米、

m g

p p m

%

& 3 0

2 2

( 4 . 1 )

6 & 3

2 5 9

( 8 & 4 )

705

47

(2.5)

2 5 t 」

9 8 1

( 9 0 8 )

2 6 3

9 9 6

( 8 & 5 )

4 7 7

& 5

( 6 0 )

4 8 3

t 1 2

( d O )

8 5 5

3 2 4

( 4 8 6 )
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麦水分抑定機で測定した。

12/3

ガ
段

と
と
ぺ っ

と

一 一

・―

1/7 2/2 月 /コ

図 1 吹 付け租子の玄米水分消長

(;j告静f苫魯:法!1容夢号
モ)

関係資料

1)昭 和 50年 度病害虫防除に換する試験成績、お手県立長柔試験場 (昭 51.3)

2)陥 和 51年 度病害虫防除に阪!する試私成績、岩手蜂立出米試験場 (昭 5212)

3)波 笥う茂 :馬鹿苗病の粉衣泊詩、今月の農票 16巻 16号 (脇和 47年 10月 号 )

4)波 部茂 :箱育苗における粒子消毒の空玖た、今月のメを発 17巻 12号 (脇れ 48年 12月

号 )

5)凌 翻す茂 iペ ソレー トT水 和れ 20に よる十二モミ大量消革法、今月の農薬 21巻 4号 (ほ和

52年 臨時塘刊号)

6)渡 部茂 :種槻の大量消毒システム、農染著秩充 34(1977-4｀ )

7)渡 都茂 :イネのを!子消毒法の改善とくに薬れ吹付け法による油毒効果、北日本病虫研幸よ、

27号 (昭 51)

8)渡 帝ヽ茂、小川勝美、訴訪正教 :薬剤吹付法によっ&子 洋i毒と苗立枯れ防除、北日本病虫予|

穀、!2、8号 (昭 52)        !
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